
令和５年度２月補正予算案（第９号）について 

 

１ 概 要                                                            

国の経済対策のための補正予算を活用した国土強靱化対策のほか、早

急に対応すべきものについて措置し、総額１０５億円を計上する。 

  

⑴ 補正内容 

・ 防災・減災、国土強靱化対策等（公共事業）８，０７４百万円 
・ その他喫緊の課題への対応        ４，５８８百万円 
・ 減額補正               ▲２，１２１百万円 
   ※ 減額により生じた財源は、２月補正予算（第９号）に計上する経済対

策及び令和６年度当初予算に計上するエネルギー価格・物価高騰対策に

活用 

  

⑵ 主な補正項目 

 
① 公共事業                ８，０７４百万円  

（注）企業会計の補正（69 百万円）と合わせると 8,143 百万円 

・ 国土強靱化対策      63 億円 

       道路施設の改良・長寿命化対策、海岸浸食対策、ため池の整備、 

地すべり対策、林道の改良など 

 ・ ＴＰＰ対策、その他   18 億円 

       農地の大区画化、造林事業、道路の交通安全対策など 

 

② 物産観光館の改修             ６８８百万円 
・ デジタル田園都市国家構想交付金（国補正）を活用し、

老朽化が進む物産観光館の改修工事を実施 

 
③ 新興感染症への対応力強化         １６５百万円 

・ 県と協定を締結する医療機関における感染症対策に必要

な施設・設備整備を支援 

 
④ 保育士の確保促進             １０３百万円 

・ 保育士修学資金の貸付原資を増額 

 
⑤ ＩＣＴ活用教育の推進           ４５２百万円 

・ 市町村立学校や特別支援学校（義務教育）での生徒一人

一台端末の更新に要する経費を支援（県に基金を造成） 



 

 
⑥ 臨時財政対策債償還基金費の積立    １，８９９百万円 

・ 国補正により、臨時財政対策債の元利償還金の一部を償

還するための財源（地方交付税）が措置されたため、減債

基金に積立て 

 

⑶ 繰越明許費の設定 
 

   公共事業などに係る令和５年度から令和６年度への繰越 

限度額の設定  

・ 今回補正額              ８，０１７百万円 

【参考】繰越明許費累計額 ５８，２５９百万円 

 

 ⑷ 債務負担行為の設定 
 

   公共事業などに係る債務負担行為の設定     ９２７百万円 

 

    ・ 企業局が実施する安来市切川地区工業用地造成事業 

に必要な各種調査に係る事業中止時の最大の費用負担 

（一般会計）                    ４７１百万円 

 

※ 債務負担行為とは、地方公共団体が翌年度以降に債務を負担することについ

て、その原因となる事項、期間及び限度額を予算の内容として定めておくもの 

 

２ 令和５年度一般会計歳入歳出予算 
 

  １１月補正後予算額          (ａ)  ５，３１０億円 

  ２月補正予算額（第９号）       (ｂ)     １０５億円 

  補正後予算額         (ａ)＋(ｂ)  ５，４１６億円 
 

     ＊対前年度同期比  ９６．３％ 

    【参考】令和４年度２月補正（２月 13日提案分）後予算額  5,624 億円 
 

（注）計数については、それぞれ四捨五入によっているため、合計と一致しないものがある。 

 

３ 財 源 
                                               
  ⑴ 国庫支出金                       ３５億円 

  ⑵ 県債                     ４９億円 
  ⑶ 地方交付税                   １９億円 
  ⑷ 繰越金                     １億円 

  ⑸ その他の歳入                    １億円 
合  計                         １０５億円 


